
 

 

 
 
 
在フィンランド日本国大使館、オウル大学日本研究プログラ

ム設立２０周年を記念 
 

平成２８年９月６日 

 

 

在フィンランド日本国大使館は、オウル大学及び北海道大学ヘルシンキ・オフィスと共に、９

月１５日から１６日にかけシンポジウム「Interaction, Influence and Entanglement – 100 years 

of Finnish-Japanese Relations and Beyond」を共催します。本シンポジウムは、オウル大学日

本研究プログラム設立２０周年を記念しての行事です。 

 

本シンポジウムのテーマは、日・フィンランド外交関係樹立１００周年に当たる２０１９年です。

参加者は、過去１００年の二国間関係の歴史を振り返ると共に、次の１００年間につき考えを

巡らせます。フィンランド国際問題研究所（ＦＩＩＡ）シニアリサーチ・フェローのバルト・ガエンス

博士及びヘルシンキ大学世界人文学科講師のリーッカ・ランシサルミ博士をキーノート・スピ

ーカーとしてお迎えする他、様々な学術分野から約２０名のフィンランド人及び日本人研究者

が参加しこれまでの日・フィンランド関係に関し発表を行います。 

 

在フィンランド日本大使館は、オウル大学の２０年間に及ぶ日本研究分野での貢献を激励す

ると共に、フィンランド、欧州そして世界における日本研究推進のための重要なパートナーで

あるオウル大学との今後の協力関係に期待します。 

 

メディアによる上記行事の取材その他お問い合わせは、在フィンランド日本国大使館広報文

化担当までお願いいたします（電話：090-686 0200／Ｅメール：culture@hk.mofa.go.jp）。  

（了） 


